











































総勢 244 名であった。人物の貫郷について分析すると、金海金氏が 29 名で最も多く、続
いて密陽朴氏 22 名、慶州崔氏 21 名、密陽孫氏 16 名、羅州羅氏 12 名、宜寧南氏 12 名の
順となっている。彼らのほとんどが韓末郷吏家門の出身であった。
　羅州頤老会が結成されたのは 1925 年 2 月である。同会が結成された歴史的背景を見て
みよう。




 18 『自衛團에 관한 編冊』1908 年 2 月 26 日、‘起案 自衛團 組織에 관한 제 5 회 報告按要’。
 19 『한국독립運動사 자료 13 의병편 6』1909 年 3 月 2 日、624 頁。
 20 「107. 羅秘發 第五二號」隆熙 2 年 2 月 27 日、『한국독립運動사자료 9 의병편 2』。





































年の羅州青年会、1923 年の民立大学羅州郡地方部、1926 年 2 月に開催された羅州市民大
会で組織された実業学校期成会、1927 年の羅州青年同盟、1927 年の羅州女子青年会、
1927 年 12 月の新幹会羅州支部など、各種社会団体が創立される過程 
28
において郷吏家門の
 23 김익한「일제하 한국 농촌사회운동과 지역 명망가」（『한국문화』17、1996）312 頁参照。青年会の
革新運動については韓国歴史研究会近現代青年運動史研究班『한국근현대 청년운동사』（풀빛、 
1995）20 ～ 50 頁参照。
 24 『東亜日報』1922 年 8 月 14 日付；『朝鮮日報』1928 年 1 月 22 日付；『東亜日報』1930 年 6 月 15 日付
参照。
 25 박찬승「일제하 나주지역의 민족운동과 사회운동」『한국근현대지역운동사』2（여강출판사、1993）
227 ～ 228 頁参照。
 26 『東亜日報』1925 年 2 月 11 日付。
 27 『朝鮮日報』1925 年 2 月 20 日付。
 28 韓末日帝時期の羅州地域の社会運動については次の論文参照。박찬승「일제하 나주지역의 민족운동
과 사회운동」『한국근현대지역운동사』2（여강출판사、1993）；박찬승「해방 전후 나주지방의 정치 
사회적 동향」『지방사와 지방문화』1（역사문화학회、1998）；박찬승「11.3 학생독립운동과 나주」『광
주학생독립운동과 나주』（경인문화사、2001）。
